
　
日
本
に
留
掌
中
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

人
医
師
三
人
が
三
月
末
に
帰
国
、
首
都

ダ
ッ
カ
に
今
夏
、
日
本
・
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
友
好
病
院
を
開
設
す
る
。
所
属
す

る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
）
日
本
支
部
が
全

面
協
力
し
て
い
る
。

　
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ユ
は
外
科
が
遅
れ
て-

い
る
が
、
三
人
の
う
ち
二
人
は
外
科
医
。

日
本
で
旱
ん
だ
技
術
を
生
か
し
て
先
端

医
療
に
取
り
組
む
と
言
っ
て
お
り
、
医

療
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
ほ
し
い
」

　
病
院
股
立
を
支
援
す
る
た
め
、
医
療

Ｌ
銅
器
の
調
達
に
奔
走
。
移
転
改
築
さ
れ

た
県
立
宮
古
病
院
か
ら
不
要
に
な
っ
た

手
術
台
や
分
べ
ん
台
、
保
育
器
な
ど
が

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
送
ら
れ
る
。

　
大
学
時
代
、
ア
ジ
ア
医
学
生
会
議
（
Ａ

Ｍ
Ｓ
Λ
）
で
活
躍
し
、
国
際
会
議
に
も

十
一
年
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
ハ
に
入
会
し
た
。

　
　
「
当
時
は
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
を
卒
業
し
た
人

が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
入
る
よ
う
な
雰
囲
気
だ

っ
た
。
だ
か
ら
明
厦
な
動
機
は
な
く
た

だ
何
と
な
く
・
’
・
」
と
笑
う
。

　
海
外
へ
の
医
師
派
遣
に
つ
い
て
は

　
「
興
味
が
あ
っ
て
も
収
入
や
帰
国
後
の

身
分
の
保
障
が
な
く
、
二
の
足
を
踏
ん

で
い
る
医
師
が
多
い
」
と
い
う
。

　
県
内
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
会
員
は
ま
だ
二
人

だ
が
、
こ
れ
ま
で
に

外
国
人
の
医
療
問
題

を
亨
Ｘ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ヅ
シ
ョ
ン
ヘ

の
協
力
や
県
国
際
交

吟
搦
会
が
作
成
し
た

外
国
人
医
療
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
執
筆
。
外

国
人
が
地
域
住
民
と

し
て
自
立
で
き
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
止
薦
聡
燃
や

す
。
　
県
内
外
の
山
を
歩

き
な
が
ら
野
生
植
物

の
写
真
を
撮
る
の
が

　
タ
イ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
キ
ャ
ン
プ
趣
味
。
現
在
は
医
療
器
具
の
通
凹
手
続

に
医
療
機
器
を
送
っ
た
り
、
バ
ン
グ
ラ
き
や
外
国
人
医
療
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り

デ
シ
ュ
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
キ
ャ
ン
プ
　
ま
と
め
作
業
で
忙
し
い
。
独
身
だ
が
『
彼

で
活
躍
す
る
医
師
に
白
衣
を
提
供
。
医
氏
よ
り
寝
る
時
間
が
欲
し
い
』
－
。

療
を
通
じ
て
国
際
貢
献
を
続
け
て
き
　
　
Ａ
自
己
診
断
Ｖ
凝
り
性
。

一
　

出
席
。
県
立
葵
石
病
院
時
代
の
昭
和
六
　
た
・
　
　
　
　
　

方
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者
）
　

一

｀
一
｛
一
一
ｌ
ｆ
｝
一
一
陶
』
｝
ｉ
』
一
一
四
』
｛
『
一
』
一
｛
｛
｝
ｌ
『
』
｛
Ｗ
Ｉ
｛
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
｝
Ｗ
Ｉ
｛
ｗ
ｌ
Ｗ
Ｉ
｛
一
｛
｝
６
１
｝
Ｗ
｝
一
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｆ
皿
『
｀
Ｉ
Ｗ
』
ｌ
ｌ
『
｛
ｌ
ｗ
ｗ
一
一
一
一
｝
一
Ｊ
Ｉ
Ｉ
｛
一
一
｛
｝
ｌ
ｌ
｛
｝
ｌ
｛
ｌ
ｗ
ｌ
ｗ
Ｗ
Ｉ
｛
｛
ｌ
ｌ
｝
一
一
一
一
｛
ｆ
Ｗ
Ｊ
Ｗ
｝
ｌ
』
Ｉ
Ｗ
Ｉ
Ｉ
Ｗ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
｛
一
｝
一
ｌ
ｆ
酬
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
宍
一
｛
Ｉ
Ｗ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
Ｗ
｝
ｗ
ｌ
ｌ
Ｗ
ｉ
｛
｛
｝
｝
Ｉ
Ｓ

Ｉ
｛
ゆ
一
一
｛
｛
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
作
ｌ
ｙ
ｌ
｛
｝
｛
Ｗ
Ｉ
Ｗ
皿
心
｝
皿
Ｗ
ｌ
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
皿
一
皿
』


	page1

